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空間軸の展開

マイクロカプセルという、通常は香り印刷
や柔軟剤に利用されている技術を応用
し、縮小版の地図に匂いを定着させた。
体験者は犬の様に匂いを辿り、フィジカ
ルに遊べる。

展示空間がオフィス内であることを鑑み、
匂いが空間に影響しないよう、10cm 以
内の距離でのみ嗅げるように調整。３種の

「透明な匂いの絵の具」を作り、色のア
ナロジーに基づき塗布している（紫の箇
所は Red と Blue を混ぜるなど）。

カプセル制作：日本カプセルプロダクツ
写真上・右下  撮影：乙戸将司 写真提供：シビック・クリエイティブ・ベース東京［CCBT］
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配の安定性が探索行動に大きく影響している
可能性が示唆された。つまり、匂いは単に分
子濃度によって決まるものではなく、空間の構
造や空気の流れによって意味づけられる現象
であると考えられる。

一方で、今回の実験からはまだ明確にならな
かった点も多い。FAIMS で観測されたすべて
の信号がどの化学物質に対応しているのか、
また、それぞれの匂い分子が人や動物にど
のように知覚されているのかについては、今
回の計測だけでは特定することができなかっ
た。また、人の嗅覚や犬の嗅覚行動と計測
データとの関係についても、定量的な対応関
係を明らかにするにはさらなる検証が必要で
ある。

しかし、今回の試みから得られた重要な示唆
は、空気の変化が必ずしも人の知覚に直接現
れるわけではないという点である。例えば、テ
ント実験で観測された約 130 ppb のアンモニ
ア濃度は、人の嗅覚閾値の下限に近く、多く
の場合には明確な匂いとして認識されない
濃度である。それにもかかわらず、その空間
の空気は確かに変化しており、人々はその変
化の中に身を置いている。このことは、私た
ちが日常的に、意識的には感じ取れない化
学的環境の変動の中で他者と空気を共有し
ていることを示している。

この意味で、FAIMS による計測は、普段は見
えず感じられない空気の変化を可視化する
装置として機能したと言える。今回の結果は、
空気を単なる環境条件としてではなく、人の
身体活動や都市の活動によって常に更新さ
れる共有資源、すなわち「コモンズ」として
捉え直す視点を提示するものである。同時に、
それは人と環境、都市活動をつなぐ不可視の
メディウムとしての空気の存在を浮かび上が
らせる試みでもあった。

本プロジェクトでは、FAIMS による気体計測
と嗅覚行動の観察を組み合わせることで、空
気を「コモンズ」かつ「メディウム」として捉
え直す試みを行った。計画段階では、匂い分
子の分布を計測することで、私たちが共有す
る空気の化学的構造や、その知覚との関係を
可視化することを目的としていた。

実際の計測から、いくつかの点が明らかに
なった。まず、仮設テントを満員電車に見立
てた実験では、アンモニア濃度が初期の約 20 
ppb から、参加者が増えた状態では約 130 
ppb（± 10 ppb）程度まで上昇することが
確認された。これは、人の呼気や皮膚から放
出される生体ガスが空間内に蓄積することで
生じた変化であり、空気が人々の身体活動に
よって常に化学的に書き換えられていること
を示している。

また、都市空間を移動しながら計測した「千
代子ウォーク」では、NH3および複数の分子量
帯の信号が、場所ごとに異なる空間分布と時
間変動を示すことが確認された。落ち葉が堆
積した場所では匂い分子が局所的に蓄積し、
開けた場所では風による輸送が観測されるな
ど、都市空間の構造や自然条件によって匂い
の分布が形成されている可能性が示唆され
た。一方、商業エリアでは人流や店舗由来の
揮発成分により、短時間で断続的な匂いイベ
ントが生じている様子が観測された。

こうした観測から、都市の空気は一様な背景
ではなく、人間活動や自然環境、建築構造な
どの相互作用によって形成される動的な「嗅
覚場」を持つことが確認された。また、犬の
嗅覚行動と計測データを比較すると、匂いの
強度だけでなく、その場の空間構造や匂い勾

FAIMS計測データの考察 
（氏本勝也／株式会社リコー）

インスタレーションでは、p.37 右下のデータビ
ジュアライゼーションをもとに、以下の処方が
再生・再現に使われている。

Red :  for L-size molecules

Ambrocenide 10%TEC 89

Evernyl 100% 3

Indolene 100% 27

DPG 100% 17

MCT 100% 865

TOTAL 1000

Green :  for M-size molecules

Triplal Digustral 100% 200

Blackpepper EO 100% 140

Peppermint EO 100% 140

Petit Grain EO 100% 430

Aurantiol 100% 90

TOTAL 1000

Blue :  for S-size molecules

Hedione 100% 333

Calone 100% 74

Calone 10%DPG 185

Floralozone 100% 37

MCT 100% 370

TOTAL 1000

匂い抽象化のアルゴリズム

再生・再現にあたっては、人間の嗅覚疲労と展示環境・期間・規模を考慮し、
特定のアルゴリズムでデータ処理されている。視覚情報の再生に使われる原
色 RGB のようなものは、嗅覚においては解明されていない。そのためここで
は、色のアナロジーに基づき、匂いにも RGB のような３種の「原臭」があっ
たなら、と仮に設定している。Indole など大きな分子のデータには、近しい
大きさや香調の香料（たとえば Indole 系）を当てはめている。
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Main Dish

Resources:

アーカイブ（動画へのリンクあり）

https://ueda.nl/ja/category/olfacto-politics-jp/biome-of-scent-jp/

「Aerosculpture ver.2 〜匂う森〜」展覧会の CCBT イベントページ

https://ccbt.rekibun.or.jp/events/biome_of_scent

 
「Olfacto-Politics 〜嗅覚の力学〜」展覧会の CCBT イベントページ

https://ccbt.rekibun.or.jp/events/olfacto-politics-ccbt

Main Dish 

嗅覚の知性

植物や昆虫、動物といった自然界の多様な存在は、匂いというケミカル・
シグナルを介して環境と関係している。嗅覚は私たちを、その多種間に分
散した知のネットワークへと接続する。その試みは、夢の島熱帯植物館で
大規模な環境インスタレーションとして展開される。
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2026年1月30日〜2月1日 
上田麻希展覧会「Aerosculpture ver.2 〜匂う森〜 」 
夢の島熱帯植物館
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匂う森  

嗅覚は離れたところのものを知覚する感覚だ。
時間を引き伸ばして、来るものを前もって感じ取る。
〜ライアル・ワトソン〜

「匂う森」は、嗅覚によって構造化された
生態系を探る、サイトスペシフィックな環
境インスタレーションである。熱帯植物の
温室内において、他者を誘き寄せたり、
遠ざけたり、混乱させたりする香りのシグ
ナルによって、目に見えないバイオームを
体験化している。

体験は、夜の森を歩く感覚を想起させ
る。空間はほぼ完全な暗闇に保たれ、
温室には月明かりが差し込む。視覚が頼
りにならなくなるにつれ、知覚は再編成
される。意識はあらゆる方向へと広がり、

嗅覚が活性化される。足の裏や耳が、まるで
目のように機能しはじめる。ホタルを思わせる
小さな点滅する光が、最小限の方向感覚を与
える。

空間に入る前に、参加者は蛾・コウモリ・人
間のいずれかの役割を選び、誘き寄せたり遠
避けたり（忌避）するための香水をワークショッ
プで調香する。それを身体にまとい、移動す
るシグナルの発信源となる。あらかじめ空間に
設置された香りはミストやフォグといった粒子
に乗って漂い、ときに見え、ときに見えない
かたちで参加者を誘い、惑わせる。

自然の生態系において、生物は絶えず化学的
シグナルを交換している。花は揮発性化合物
を放出して花粉媒介者を誘き寄せ、蛾やコウ
モリなどの動物はフェロモンや餌の匂いに反
応する。また植物は損傷を受けると同種他者
に警告シグナルを放出するが、同時に蛾をも
忌避する作用がある。こうした目に見えない
やり取りは、生態学的コミュニケーションの層
を空気中に形成している。

本インスタレーションは、あらゆる年齢層の観
客を、こうした化学シグナルの空気フィールド
へと積極的に参加させることを試みる。さらに
音環境は暗闇におけるエコロケーション（反
響により障害物を感知）を促す。蛾が捕食を
避けるために超音波のクリック音を発してコウ
モリのエコーロケーションを妨害するかのよう
に、反響の変化を通して観客が互いの動きを
感知できるよう設計されている。

この嗅覚のバイオームは視聴覚的に圧倒する
のではなく、内的な感覚への没入を促す。本
作は嗅覚による環境知を探求し、変化する環
境を感知し適応するための「嗅覚の知性」、そ
して嗅覚的レジリエンスを提案する。

〜多種間ケミカル・シグナルによる参加型嗅覚バイオーム〜
Aerosculpture ver.2
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空気の蒸留器

バイオームの空気をまるごと蒸留するモニュメ
ント的な作品。空気が冷却されて、滴となり、
ガラスボウルの中に落ちる。ガラスボウルの淵
へ鼻を近づけると、溜まった滴の匂いを嗅ぐ
ことができる。

同じ空気の中にい続けると起こる「嗅覚疲労」
により、事実上は何も嗅ぐことができないが、
そこにいる皆が共同で作り上げる空気の象徴
として展示される。

メディウム：銅鍋、氷、赤外線ヒートランプ、ガ
ラスボウル

交信フレグランス　（ワークショップ）

〜メッセージとしての匂い〜

「交信フレグランス」は、匂いを情報伝達の媒
体として捉え、参加者が自らのメッセージを香
りとして構成するワークショップである。参加
者は、「蛾・コウモリ・人間」の中からエージェ
ントを選び、誘引や忌避（きひ）といった生
物への作用を手がかりに、嗅覚的なメッセー
ジを選びながら調香を行った。約２０種の香り
の中から３種選び、複合的な文脈の香りのメッ
セージを作成する。

完成したフレグランスは着用され、人の歩くに
つれて遠くへ運ばれ、空間内に複雑な信号を
生み出す。誘引のメッセージを受信したら、声

掛けしてみるようにも促されるが、
人類にとって嗅覚で信号を受信す
るのは難易度が高い。そのような
矛盾も、挑戦的な試みの一部であ
る。

夢の島熱帯植物館では、30 分ごと
に２０名ずつワークショップが提供
されたが、開始前に予約で埋まる
大盛況で、のべ３００名が体験した。
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「どうも匂うな」「すこしきな臭い」――こうし
た台詞を、わたしたちは物語や劇などでたま
に耳にすることがある。これは、実際に臭気
が漂っているというよりも、登場人物の言動や
場の状況に怪しい点のある場面や、まだ表面
化していないが裏に何かが隠されていそうな
場面などで使われる言葉だ。

顕在的な〈もうすでに現われてしまった〉フィー
ルドで主力を発揮する視覚に対し、嗅覚はと
いうと、もっと奥まって潜在的な〈まだ現われ
ていない〉世界にも守備範囲を広げている印
象がある。いったいなぜなのだろう？　　

2026 年 1 月 30 日 ～ 2 月 1 日、 夢 の 島
熱帯植物館の巨大ドーム内で開催された

『Aerosculpture ver.2 〜匂う森〜』という
インスタレーション。これは、嗅覚アーティスト
の上田麻希さんによる夜間の展覧会だ。通常
は立ち入ることの出来ない薄暗い植物館が
舞台だなんて、もうそれだけで密林っぽさと
神秘性を感じるが、この展覧会ではさらにわ
たしたちの〈野生の知覚〉を触発するさまざ
まな仕掛けが、生い茂る熱帯の森の中にしの
ばせられていた。

最初の仕掛けは、展示会場外のエントランス
で開催された「メッセージとしての香り―交信
フレグランス」という調香のワークショップ。こ
こで来場者は、めいめいの気分に合わせて香
りのレシピを作成し、自ら調合したフレグラン
スを一本ずつ手にする。――と書くと、なん
だか芳香の漂う香水瓶を想像するかもしれな
いが、ここで来場者が作るのは、「ガ」か「コ
ウモリ」か「人間」になりきった自分が、同じ
く「ガ」か「コウモリ」か「人間」のいずれ
か（あるいはそのぜんぶ）をおびき寄せたり、
遠のけたりするための特殊な香りのスプレー
である。材料として用意されていたのは、メ
スのガのフェロモンの匂い成分や、コウモリが
好むという夜の花の成分のほか、植物が葉を

交信しあい
連関する夢

「匂う森」レビュー
金原弓起（詩人）

かじられた時に発する成分、妊婦の尿から最
初に発見された成分など、全部で１９種類のフ
レグランス。これらの中から３種類を選んで調
合し、身にまとうことで、言葉を介さずとも特
定のターゲットに向けてメッセージを〈匂わせ
る〉ことができるという仕組みだ。来場者は
説明書を読み、サンプルの匂いを嗅ぎ、そし
て香りのしずくを慎重に容器の中に落として、
自分だけのお守り／魔除けとなる一本をつく
り上げていったが、実はそれらの成分の多く
は、今この瞬間にも地上のどこかで放散され
ているものであることを思いつつ、一人ひとり
は静かに「ガ」や「コウモリ」や「人間」へ
の擬態を遂げていった。

そのフレグランスを自らに吹きかけ、展示会場
へ。透明な硝子に覆われたドーム内には月明
りがほんのりとさし、蛍のようなあえかな光が
行く先をほつほつと照らしている。完全な闇
ではないが、色彩はほとんど失われ、さまざ
まなフォルムの樹 も々グレーの濃淡として溶け
なじむように薄闇に葉を伸ばしている。そこ
にどこからともなく漂ってくるアンビエントな音
楽、風、水蒸気、そして歩きはじめると随所
に現われる匂い。それらは、〈出現する〉とか

〈姿を現わす〉という言葉がふさわしいほど、
質量があり、存在感があり、そして圧があっ
た。　

視覚情報がすうっとトーンダウンしたことで、
体を入れ替えるように嗅覚や聴覚が鮮明に
なってくる。肌感覚もいくらか鋭敏になる。
なぜならここは夜の熱帯の森で、どこに自分

（「ガ」や「コウモリ」や「人間」）にとっての
天敵や味方が潜んでいるかわからないのであ
る。

いつの間にか自分は、生と死の匂いが濃密
な領域に足を踏み入れており、自身もまた作
品の一部として弱い風を生み、匂いの擦れ跡
を残し、空気をわずかに混ぜていることに気

づく。匂いそれ自体が微弱な磁力を伴ってい
るような感覚に陥る。顕在的な要素は弱まり、
潜在的な要素が強まった熱帯の森の中、わず
かに不快な匂いのゾーンを通ると身体は小さ
な棘に触れたように緊張し、心地よい匂いに
包まれるとふわっと緩むことを体感する。しか
し、食虫植物のように、甘い匂いで消化機構
の闇に誘いこむものもいることを思い出し、陶
然としながらも畏怖を覚えるなど、身体の反
応は刻 と々微細に変化していった。

やがて、今ここに匂いが漂っているということ
は、その匂いを発している何ものかが奥にい
るのだ、と思い当たる。匂いを感受できる〈わ
たし〉に向けて声にならないメッセージを届け
ようとし、〈わたし〉と交信を試みている何も
のかの存在をありありと感じはじめる。〈彼／
彼ら〉がこの匂いの先で待っていることを、あ
るいはもう立ちさってしまったけれどかつてこ
の場所に存在していたことを。〈わたし〉は今
この瞬間にいながら、予兆と余韻の世界の匂
いを吸いこんでいるのだ。

会場入り口の「ごあいさつ」のパネルの冒頭
には、「嗅覚は離れたところのものを知覚す
る感覚だ。時間を引きのばして、来るものを
前もって感じ取る。　―ライアル・ワトソン―」
という言葉が引かれていた。会場に入る前は
未知であったその言葉が、会場を出るころに
は、親しみのある言葉に変わっていた。

そして夜の植物館を後にする。自分たちは意
識しなくても、いつも匂いのメッセージを発信
しつづけ、本当の意味で匂いを捨てることは
出来ないのだと思う。そしてこのインスタレー
ションが行なわれた地は、かつてのごみの埋
め立て地・夢の島であることに思い当たる。
捨てられないものたちの情報が、交信しあい
連関する夢のような――これはまぎれもない
現実の物語であるのだ。
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嗅覚アートを進行する上田麻希のプロジェクト『Olfacto-Politics』。そ
れがもたらす意義を考察してみよう。「匂い」～「嗅覚」によるアート
はこれまでに話題となった事例がほとんどないといっていいかもしれ
ない。化粧品などに絡む、人間に心地よく感じられる種類 (*1) の調合
や、それ限定の応用事例はあっても、匂いそのもの全般を扱うアート
という領域は形成されてこなかったのである。その理由は何なのだろ
うか。

いわゆる五感の中で考えてみるなら、視覚、聴覚に対しては、デジタ
ルデータ化が容易に実現されてきたが、嗅覚は困難であるという問題
と近接しているかもしれない。匂いは、分子構造の複雑さと再現され
る空間が精密に特定できないという問題があり、視覚における RGB
や聴覚における波長に置き換えられるように、嗅覚が原理分解するこ
とが難しいからだとされている。しかし近年の AI の進化によって徐々
に匂いのデータ化と再現可能性が現実化してきている。

数値データ化可能ということは文明史において重要な問題である。
データ化されるということは、それぞれの知覚と関係する空間／時間
を人間が制御可能になるということだ。まさに、現在戦闘継続中のア
メリカ～イラン紛争、ウクライナ～ロシア紛争は、遠隔操作される無人
ドローンによる情報制御開発戦争ともなっており、そこで活用されるの
は、ドローンで収集される視覚情報であり、聴覚情報がそれを補完す
る。さらに最新の進化 AI が、多面展開される各ドローンのスタンドア
ローン情報を、人間の思考分析のエージェント（代理）としてより素早
く総合的に統括し、全体に対してあるいは個体自身への新しいコマン
ドを判断・発信する。この視覚に特化した情報処理が、空間／時間

Olfacto-Politicsの革新性

阿部一直（東京工芸大学教授／キュレーター／プロデューサー）

を制御可能にし、編集し、修正し、再生または削除する。

ここでアートに移して見方を変えるならば、一見戦争の現場とはかけ
離れているように見える近代美術館制度でも同じような知覚の優劣配
備が選択されている。つまり美術館内では、視覚だけが（あるいは
補完的に聴覚が）特別に選択され、視覚のための空間構成が目的
化され、他の知覚はほとんど排除されるシステムとして成立している。
これはデジタルアート（メディアアート）でも、初期の段階では視覚の
イデオロギーに対するオルタナティブとしてメディアテクノロジーとコミュ
ニケーションが導入されていたことで、アートと軍事的な開発テクノロ
ジーは、技術的にもイデオロギー的にも親縁関係にあることが見て取
れるだろう。

この視覚性優位の選択は、人間の脳の特徴に依拠しているということ
が考えられる。脳科学の知見をみてみるなら、視覚・聴覚・触覚の
すべての感覚情報は、大脳皮質へ至る前に必ず視床を中継地点とし
て通過する。しかし嗅覚だけは例外で、嗅球は他の感覚系と異なり、
視床に接続せず、嗅覚皮質へ直接投射するとされる（さらに嗅球は視
床下部、扁桃体、嗅内皮質、腹側線条体などの辺縁系領域にも直接
接続する）。つまり、嗅覚の情報は視覚、聴覚の情報と違い、大脳新
皮質を経由せず、本能的な行動や感情・直感に関わる大脳辺縁系に
ダイレクトに届くのである。ある香りを嗅ぐと、何の香りであるかを理性
的に判断し記述する前に、ある感情が動く。感情の雲が突如発生し、
それに自分自身がいきなり覆われてしまう状態みたいなものだ。『失
われた時を求めて』の、プルーストの直感したもの（非意志的記憶）
は、脳科学的にも正しかったことになる。匂いは別の記憶へのワープ
するメディアとも捉えられるわけだ。嗅覚の反理性的な感覚の特質は、
むしろ本来批評的であるはずのアート表現に向いていると考えられる
にも関わらず、従来のアートの歴史はほとんど視覚に偏向していたこ
とは興味深い限りである。要するにアートは、制御可能な空間／時間
の圏域の性質に深く依存したものであることが理解されるだろう。こ
のことは、カントが『判断力批判』の中でサンプルとなる感覚与件か
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ら嗅覚をほぼ排除していることにも繋がる。

現代哲学史の中で、嗅覚に特記した例は、フランクフルト学派のホル
クハイマー／アドルノの『啓蒙の弁証法』における指摘があげられる。
この書物は第２次大戦最中の 1944 年に上梓されたという特殊な時
代の刻印でもあり、つまりナチス政権下のユダヤ人排除のプロパガン
ダに使われた「匂い」の問題に言及している箇所である。その歴史
的な言及のバイアスを差し引いても、ホルクハイマー／アドルノの嗅覚
論は正鵠をついた指摘を持つようにも思われる。そこでは、理性的な
認識判断（対象との距離を制御調整できる）に起因する、視覚による
制度的ミメーシス（模倣論）とは別の、ミメーシスの始原的な性質の
残滓としての嗅覚という位置づけを行っている。「匂いを嗅ぐことは、
知覚の対象と同時に作用であり、両者は実際の行為のうちでは一つ
になる、他の感覚よりは多くを表現する。見ることにおいては、人は
人である誰かにとどまっている。しかし嗅ぐことにおいて人は消えてし
まう。だから文明にとって嗅覚は恥辱であり、社会的に低い階層、少
数民族と卑しい動物たちの特徴という意味を持つ。」（*2）ここで、この
時代を象徴するアイロニックな啓蒙の自己破壊というフィルターを外し
て読んでみるならば、嗅覚とは、対象に直接的・身体的に接触する
原始的な感覚であり、主体と客体の境界を溶解させる、他の感覚に
はない特質を持つ文化人類学的な視点を提供してくれるのではない
だろうか。

ホルクハイマー／アドルノ『啓蒙の弁証法』の嗅覚論は、実はフロイ
トの『文化への不満』(1930)（*3）からヒントを得ている。興味深いの
は、フロイトが、嗅覚を人類学的な視点で語っている箇所で、現生人
類の祖先である猿人が樹上の四足歩行から、地上に降り立ち直立二
足歩行へと移行したことで、顔そして鼻が地面から遠去かった、四足
動物にとって嗅覚は、食物～敵～性的相手を探知する重要な感覚器
官であるが、直立自立化によって嗅覚の生存上の優位性が低下し、代
わりに視覚が主導的知覚へと浮上したと指摘していることである。四
足歩行動物では、交尾である性的興奮は嗅覚的、周期的なもの（発

情期に雌の性器、肛門からの匂いが雄の性欲を喚起する事例）であ
るが、直立化によって性器が地面から引き離されると、嗅覚的な性的
刺激が減退し、代わりに視覚が性的対象への主要な経路となり、ま
た視覚は周期的ではなく常態的知覚（攻撃と防御を継続的に制御す
るもの）として備わるということになる（そのために脳容量が肥大化し
頭蓋が強固に進化する）。また性器、排泄器が「恥ずべき部位」とし
て視覚的に隠蔽されるようになり（ミケランジェロの『最後の審判』）、
嗅覚刺激（糞尿などの臭い）は嫌悪すべき不快なものとして位置づ
けられていく。興味深いことは、美術館で制度化されるアートは、こ
れと相同の構造を持っている点であるだろう。（『ピンク・フラミンゴ』
やピエロ・マンゾーニの缶詰作品『芸術家の糞』はその裏返しとい
える。）

嗅覚哲学を探求するネバダ大学のベンジャミン・D・ヤングの研究に
よると、嗅覚が本来、知覚と意識や心理の関係に深く影響を持って
いるのにも関わらず、全く手つかずにされてきたことを踏まえて、ヤン
グは新しい嗅覚論「スメルスケープ（Smellscapes）」を提案してい
る。(*4) そこでは、同一的で自律的なある対象とその理性的な認識を
前提にしていたカント（嗅覚を距離を制御できない感覚とした）以降
の哲学論理でなく、対象を複雑で混合した「環境」として捉えようと
する。ヤングによれば、自然界の匂いは、多数の異なる臭気物質か
ら構成されており、それらは環境内の複雑で変化し繰り返される持続
的な「臭気物体」であるが、それに接する人間はそれらをグループ
化することを経験から学ぶ。この関係から、単なる匂いの混合や嗅覚
的質を超えた、嗅覚特有の性格、いわばパズルとしての側面を持つ

「スメルスケープ」の中で、匂いを特定物として遠位知覚するという。
これは知覚論としても新しい側面を提案している。上田の『Olfacto-
Politics』の２つのプロジェクトの一端である、東京都江東区の「夢の
島熱帯植物館」の巨大ドーム内で開催された『Aerosculpture ver.2

「匂う森」』は、まさに「スメルスケープ」を前提するというに相応し
い、環境を用意したものとして、直感的にも素晴らしい選択であった
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のではないか。

上田の「Olfacto-Politics」は、最新のテクノロジーと実践を背景に
しつつも、文化人類学的、環境学的な展開も孕んでいる興味深いプ
ロジェクトである。『Aerosculpture ver.2「匂う森」』では、会場に熱
帯植物館を使用して「植物相」に言及し、CCBT のスタジオで行われ
た『嗅覚の力学～メディウムとしての空気～』は「動物相」に言及し
ている。特に、熱帯植物館を使用したことは、鑑賞者の移動や動き
の中で循環性や周期性を知覚に呼び起こすだけでなく、レヴィ= スト
ロースが「悲しき熱帯」の中で感慨していたアマゾンの熱帯雨林の内
部から感覚する「広大な円天井」を想起させるものでもあった。さらに
重要なのは、植物と土壌、水資源がそこでは共存溶解していたことで
ある。意図的にそれらは、快臭気だけでなく不快臭気もアサインされ
ていた。土壌は空気中の「スメルスケープ」とはまた異なる匂いの密
度や触感と共に脳に直撃するのだ。最近の研究成果では、植物は匂
いの分子を大気中に大量に放出して移動できない樹木同士の群とし
てのコミュニケーション（例えば害虫が大量発生しているなどの情報）
を図っているのではないかという事態が検証されている。また、それ
とは異なる地下の土壌中では、地下茎と根、そこにパラサイトする菌
類やバクテリアの仲介による共生を通して、隣接する異なる種の植物
同士も栄養や水分補完を行なっているということなのである。つまり、
植物は地下に目を持っている。植物は実際の視覚的な眼を感覚器官
として持たないにも関わらず、世界を把握し、相互コミュニケーション
を取り合っていることになる。この事態は、動物や人間と比較してど
ちらが知的に優位であるといえるだろうか。

さらに重要なのは、視覚、聴覚という高等感覚を中軸として操る人間
の知性の世界観の構造は、上部構造／下部構造という垂直の抑圧空
間をあらゆる場面で作り出す。フロイトの、文明の起源は身体的・有
機的変化に根ざした欲動の抑圧にある、という仮説も全てその背景
構造によって成立する。しかしながら植物哲学は、地上と地下が分離
した、抑圧関係のない全く異なるシステムの二重世界（パラレルワー

ルド）を、樹幹をインターフェイスにして同時に成立させているのであ
る。地上と地下それぞれの嗅覚の存在性と機能も全く異なるものに
なっている。

上田の「Olfacto-Politics」は、これまで光を当ててこなかった嗅覚を
主にあつかう、真にオルタナティブなアートプロジェクトであり、SMELL 
LAB の実践的波及など、画期的な発想と意義を具体的に実現したも
のだった。この世界が混迷に陥った時期に、このようなプロジェクトが
産声を上げたことは驚くべきことであって、時代の転機、アート自体
の転換期をそこに感じざるをえない。ただ実際の私の体験は、もっと
解きほぐれた感覚の中に漂っており、満月が透けて見える夜の巨大な
植物園のスケルトンドームの中を、ゆっくり何周かしたり、逆走歩きし
ながら、時折土壌や水の匂いのもたらす没入世界の新鮮さと懐かしさ
などに刺激されながら、つらつらと地球上の植物の世紀の長大さ、底
知れなさに想い耽っていたのだった。この匂いのもたらす、ある意味
別次元の世界相への没入は、言語や映像では永遠に再生できないも
のなのだろうか。

*1 上品な心地よさと反対のベクトルでは、ジョン・ウォータース監督、ディヴァイン主演の、

史上最低の下品さを追求した映画『ピンク・フラミンゴ』(1972) では、ニューヨークでの

特別上映の際に、演出として犬の糞の匂い袋をその登場シーンで会場内において破裂さ

せ映画館中を汚臭にまみえさせるという事例があった。これは不快な嗅覚が、快適な嗅

覚よりも脳神経処理が若干速く行われるという最新の研究を皮肉にも裏打ちしているし、

汚臭をキャンセレーションできないという匂いのメディアの特徴を証明してもいる。

*2 ホルクハイマー／アドルノ『啓蒙の弁証法』：V 反ユダヤ主義の諸要素 - 啓蒙の限界：

五節、徳永恂訳、岩波文庫

*3 フロイト『文化への不満』第４章、中山元訳、光文社古典新訳文庫

*4 匂いを、臭気プリューム（odor plume）の中に含まれる化学化合物の分子構造とし

て捉え、それは「分子構造理論（Molecular Structure Theory）」：三層構造［匂い

の嗅覚的質（olfactory quality）、匂いの嗅覚経験で表象される臭気物体（odorous 

objects）、匂いとして知覚される遠位実体（distal entities）］によって成立するとされ

る。Benjamin D. Young『Stinking Philosophy!』2024, MIT Press
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Dessert 

あとがき

1960 年代にカナダのメディア学者マクルーハンが唱えた有名かつシンプ
ルな言葉がある。「The Medium is the Message. (メディアはメッセージ
である )」。メッセージの伝達手段や媒体形式は、その内容以上に、人間
の認識や社会のあり方を形づくっているのではないか、という説である。

約半年強のフェロー期間の集大成として位置付けられた夢の島熱帯植物
館での展示では、これは私なりに「The Scent is the Message.  （匂い
はメッセージである）」と解釈され、展示とワークショップのセットとして匂
いの体験が緻密に設計された。

パラメータとして考慮された要素を挙げたらきりがない。季節、湿度、温
度、時間帯、客層（アート層のみならず一般客）、制限時間、空間の大
きさ、電力量、予算、スタッフ、モチーフとコンテキスト、香りの数、香
調、濃度、強度、分子量、拡散性、溶剤、極性、残留時間、噴霧時間
と間欠、空間のトータルな香調、消費量、在庫量、安全性、ウェーバー
= フェヒナーの法則、嗅覚疲労、拡散方法、粒子の視覚的な反射性、空
間の明るさ、人の流れ、見込体験時間、見込来場者数（これは甘かっ
た）、服の色や匂いの吸収、通路のカーブや傾斜による空気の自然な流
れ、植物の種類、常在臭、空調、北風の吹き抜け、聴覚など他の感覚
との連関、等々。儚いもので、手元にはこれらを統合した「処方」、つま
りエクセルシートしか残っていない。

とはいえ、手応えも感じ、ここがそのスタート地点にも思えた。衰える一
方の人類の嗅覚にとっては、流れに逆らう挑戦的な試みではあるが、こと
嗅覚においては、「知性」を追求していくと「野性」とも重なっていく点
が興味深い。そこにはまだ未開の領域がありそうだし、長らく石垣島を拠
点にしている理由もあるのかもしれない。

植物館から駅への帰りのバスの中は、複雑な香りの信号が重なりあい、ム
ンムンだったらしい。展覧会に足を運んでくださり、このエキサイティング
な試みの実験台になってくださったみなさん、そして Olfacto-Politics に
携わってくださった全ての方々に、感謝の意を表したい。( 上田麻希 )
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